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1 ゴム転移後の固有時間をα≡t～(i,t2)とすると､i> t2では緩和関数g(I)は共通の因子 α
だけ固有経過時間が長い方にずれることになる､i･e･,g(I)十 g(I+α)oすべての値に対して
g(I)∝g(I+α)でない限り､t>t2でのαの増加に対して式(2)のバランスは崩れることになる｡
これが図1(protocoLGT)の張力の極大が表す記憶効果の起源である｡上の比例関係が成立するの
はg(I)が1つの指数関数で表される場合(g(I)∝e-I)であり､ガラス転移を特徴づける緩和(α
緩和)は一般に単純な指数緩和ではないことは良く知られている｡i-tlで張力を開放したとき､
伸ばされた柔らかいバネと､少数の伸ばされた(71-7(t')>0)硬いバネおよび､わずかに縮めら
れた(71-70<0)数多くの硬いバネとが釣り合っている.再昇温において(t>t2)､これらの硬
いバネが同じ割合で記憶を失っていくのではなく､緩和の度合いが小さい硬いバネほどその記憶
を速く失うために低温から張力が発生することになる｡
特に重要な結果は､張力q(i)がガラス化時の1つあるいは少数の ｢秩序変数｣で記述されるの
ではなく､ガラス化前の制御パラメータ(歪､温度)の履歴に依存すること､すなわち､ガラス状
態で記憶されているのはガラス化前の ｢歴史｣ であるという点である0
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